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稲
葉
健
二
議
員
（
緑
風
会
）

　

現
在
の
保
育
園
の
待
機
児
童

解
消
の
一
助
と
し
て
、
私
立
幼

稚
園
で
行
わ
れ
て
い
る
預
か
り

保
育
を
充
実
す
る
こ
と
で
、
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
公
立

に
比
べ
補
助
金
額
が
少
な
い
私

立
幼
稚
園
振
興
費
補
助
金
の
教

材
費
の
増
額
や
、
障
害
児
指
導

費
補
助
の
充
実
は
で
き
な
い
か
。

私
立
幼
稚
園
で
の
預
か
り
保
育
の
充
実
を

課
題
あ
る
が
最
適
な
制
度
を
設
計
し
た
い

幼 児 教 育

答
　

預
か
り
保
育
の
拡
充
に
は

園
の
時
間
延
長
や
保
育
料
等
の

課
題
も
あ
る
。
こ
ど
も
部
と
連

携
し
、
最
適
な
保
育
環
境
の
提

供
に
つ
い
て
制
度
設
計
を
行
い

た
い
。
教
材
費
は
、
必
要
な
補

助
が
受
け
ら
れ
る
制
度
を
研
究
、

検
討
し
、
障
害
児
指
導
費
補
助

金
は
、
制
度
が
有
効
活
用
さ
れ

る
よ
う
関
係
者
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。

堀
越
　

優
議
員
（
公
明
党
）

　

社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

み
、
国
際
語
と
し
て
の
英
語
教
育

の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
る
。
子
供
達
が
英
語
を
身

に
つ
け
る
に
は
、
小
学
校
の
段

階
か
ら
で
き
る
だ
け
多
く
英
語

に
触
れ
合
う
機
会
を
持
つ
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。
小
学
校
に

お
け
る
英
語
教
育
活
動
に
関
す

る
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

今
後
の
取
り
組
み 

市
の
考
え
は

経
験
者
の
採
用
・
派
遣
な
ど
今
後
も
支
援

小学校での英語教育活動

市
の
考
え
を
問
う
。

答
　

現
在
、
英
語
教
育
に
相
当

の
知
識
・
経
験
を
も
つ
地
域
の

人
材
を
外
国
語
活
動
指
導
員
と

し
て
採
用
し
て
お
り
、
各
小
学

校
に
派
遣
す
る
他
、
教
員
と
の

授
業
研
究
を
実
施
し
教
員
の
指

導
力
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
も
各
小
学
校
で
の
外
国
語
活

動
が
効
果
的
か
つ
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

清
水
み
な
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

新
学
習
指
導
要
領
を
基
に
、
平

成
23
年
度
に
小
学
校
で
使
用
す

る
教
科
書
が
採
択
さ
れ
た
。
教

科
書
採
択
に
は
、
浦
安
市
と
本

市
で
構
成
す
る
教
科
用
図
書


南
西
部
採
択
地
区
協
議
会
に
お

い
て
協
議
し
、
図
書
を
選
定
し

て
い
る
が
、
審
議
内
容
が
非
公

開
で
あ
る
。
一
部
の
県
で
は
公

開
し
て
い
る
の
に
な
ぜ
非
公
開

審
議
内
容
公
開
し
な
い
理
由
は

公
正
を
期
す
た
め
県
に
従
い
非
公
開
に

教科用図書南西部採択地区協議会

な
の
か
、
理
由
を
問
う
。

答
　

採
択
地
区
協
議
会
で
の
審

議
は
、
外
部
か
ら
の
働
き
掛
け
に

左
右
さ
れ
ず
、
公
正
か
つ
適
正

な
採
択
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
千
葉

県
で
は
、
採
択
終
了
ま
で
、
採

択
協
議
会
、
協
議
会
委
員
、
選

定
資
料
等
を
非
公
開
と
し
て
お

り
、
地
区
協
議
会
も
こ
れ
に
従

い
非
公
開
と
し
て
い
る
。

大
場
　

諭
議
員
（
公
明
党
）

　

Ｊ
Ｒ
西
船
橋
駅
発
の
武
蔵
野

線
の
上
り
最
終
電
車
は
現
在
０

時
２
分
発
で
あ
り
、
総
武
線
な

ど
の
他
の
路
線
と
比
較
す
る
と

早
く
終
了
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

利
用
者
か
ら
は
時
刻
繰
り
下
げ

の
要
望
も
多
い
が
、
市
と
し
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　

武
蔵
野
線
は
環
状
線
で
、

都
心
か
ら
の
路
線
と
の
乗
換
駅

時
刻
繰
り
下
げ 

市
と
し
て
ど
う
考
え
る

ＪＲ武蔵野線最終電車

も
多
い
た
め
、
利
用
者
が
も
っ

と
遅
く
ま
で
の
運
行
を
望
ん
で

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

本
市
も
加
盟
し
て
い
る
千
葉
県

Ｊ
Ｒ
線
複
線
化
等
促
進
期
成
同

盟
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

対
す
る
平
成
23
年
度
の
要
望
事

項
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
同
盟
と
も
協
議
を
行
い
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

松
永
鉄
兵
議
員
（
緑
風
会
）

　

国
府
台
病
院
は
平
成
22
年
４

月
に
独
立
行
政
法
人
化
さ
れ
た
。

病
院
の
建
て
替
え
工
事
も
始
ま

り
、
病
院
を
含
め
た
周
辺
環
境

も
変
化
し
て
く
る
。
周
辺
道
路

の
整
備
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
市
有
地
で
あ

る
旧
伝
染
病
隔
離
病
舎
跡
地
と

病
院
南
側
用
地
と
の
交
換
、
及

び
国
府
台
公
園
整
備
の
た
め
の

周
辺
道
路
の
整
備
状
況
は

県
が
歩
道
整
備
を
進
め
る

国府台病院周辺の地域整備

病
院
用
地
の
譲
渡
交
渉
は
、
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
　

周
辺
道
路
に
つ
い
て
は
、

25
年
度
完
成
を
目
途
に
、
県
が

県
道
の
歩
道
整
備
を
進
め
て
い

る
。
用
地
交
換
に
つ
い
て
は
21

年
６
月
に
基
本
合
意
書
が
締
結

さ
れ
、
ま
た
、
市
が
取
得
を
要

望
す
る
土
地
の
譲
渡
に
つ
い
て

も
、
新
た
な
体
制
と
な
っ
た
病

院
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

湯
浅
止
子
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

普
通
教
室
に
冷
暖
房
機
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
学
校
が
あ
り
、

学
校
現
場
等
で
は
不
公
平
感
を

抱
い
て
い
る
。
今
年
の
７
月
の

猛
暑
に
冷
暖
房
機
が
設
置
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

　

ま
た
、
理
科
室
や
美
術
室
等

の
特
別
教
室
へ
の
設
置
予
定
に

つ
い
て
、
見
解
を
問
う
。

答
　

平
成
20
年
7
月
か
ら
す
べ

特
別
教
室
へ
の
設
置
予
定
は

学
校
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
た
い

小中学校の冷暖房機の設置

て
の
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に

冷
暖
房
機
を
設
置
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
の
学
級
編
成
に
伴

う
普
通
教
室
の
増
加
に
よ
り
、

一
部
で
冷
暖
房
機
が
未
設
置
と

な
っ
た
た
め
、
８
月
に
設
置
工

事
を
行
っ
た
。
今
後
は
早
期
に

適
切
な
対
応
を
し
て
い
く
。
ま

た
、
特
別
教
室
へ
の
設
置
は
、

学
校
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
山
幸
紀
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

大
野
公
民
館
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
に
つ
い
て
は
、
市
民

要
望
も
多
く
、
私
が
以
前
に
議

会
で
市
の
考
え
を
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
検
討
す
る
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
同
公
民
館
は

利
用
率
が
高
く
、
ク
ラ
ス
を
開

講
す
る
部
屋
も
不
足
し
て
い
る

と
聞
く
。
平
成
23
年
度
予
算
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
と
、
部

平
成
23 
年
度
予
算
に
計
上
す
る
考
え
は

方
向
性
が
決
ま
り
次
第
予
算
要
求
し
た
い

大野公民館エレベーター設置

屋
を
増
設
す
る
委
託
料
を
予
算

計
上
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
、

建
物
の
強
度
や
改
修
方
法
、
経

費
等
に
つ
い
て
関
係
部
署
と
共

に
検
討
中
で
あ
る
。
ま
た
、
部

屋
の
増
設
に
対
す
る
市
民
要
望

も
認
識
し
て
お
り
、
市
民
の
利

便
性
の
向
上
が
図
れ
る
よ
う
、

方
向
性
が
決
ま
り
次
第
、
必
要

な
予
算
要
求
を
行
い
た
い
。

要
望
事
項
と
し
て
取
り
上
げ
を
検
討

生涯学習

桜
井
雅
人
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

京
成
八
幡
第
７
号
踏
切
道
廃

止
に
伴
う
迂
回
路
と
し
て
の
真

間
川
左
岸
の
道
路
に
つ
い
て
、
平

成
22
年
６
月
定
例
会
で
遊
歩
道

の
敷
石
の
が
た
つ
き
な
ど
を
指

摘
し
た
。
ど
の
よ
う
な
検
討
を

経
て
整
備
さ
れ
た
の
か
。
真
間

川
左
岸
道
路
は
自
転
車
の
通
行

が
増
え
、
混
雑
し
て
い
る
。
今

後
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

混
雑
す
る
真
間
川
左
岸
道
の
対
応
は

注
意
喚
起
の
看
板
設
置
や
警
備
員
を
配
置

京成八幡第７号踏切道の廃止

答
　

自
治
会
の
補
修
要
請
も
あ

り
、
真
間
川
改
修
事
務
所
と
も
協

議
し
、
敷
石
の
除
去
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
等
を
行
っ
た
。
隣
接

す
る
踏
切
の
通
行
量
調
査
で
は
、

自
転
車
が
朝
７
時
か
ら
９
時
の

間
で
、
廃
止
前
の
11
台
か
ら
３

０
０
台
に
増
加
し
た
。
注
意
喚

起
の
看
板
設
置
や
一
定
期
間
の

警
備
員
の
配
置
な
ど
、
安
全
な

通
行
の
確
保
に
努
め
る
。

道 路  ・ 交 通

国
府
台
病
院
の
前
を
通
る
県
道
市
川
松
戸
線

加
藤
武
央
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

平
成
21
年
度
に
開
始
さ
れ
た

学
校
給
食
費
安
定
化
食
材
購
入

緊
急
措
置
事
業
は
、
22
年
度
で

終
了
す
る
が
、
目
的
で
あ
る
「
保

護
者
の
経
済
的
負
担
の
減
少
」

で
は
児
童
生
徒
や
保
護
者
か
ら
、

「
市
内
業
者
の
育
成
と
支
援
」
の

面
で
は
米
穀
小
売
商
組
合
加
盟

店
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
本
措
置
事
業

を
継
続
事
業
と
す
る
た
め
、
23

年
度
の
予
算
計
上
を
強
く
要
望

す
る
が
、
市
の
考
え
方
は
。

答
　

本
事
業
は
、
21
年
度
か
ら

２
年
間
の
緊
急
措
置
事
業
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
経
済

状
況
は
依
然
不
透
明
で
あ
り
、

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減
策
の

一
つ
と
し
て
、
事
業
継
続
を
視

野
に
入
れ
な
が
ら
前
向
き
に
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

学校給食費安定化食材購入緊急措置
平成 23 年度も事業の継続を

経済状況不透明だが前向きに検討

教 育


